
１月定例教育委員会  会議録 

 

 

１  開 催 日  平成 26年１月９日（木） 

 

２  開 催 場 所  教育委員室 

 

３  出席した委員  神吉委員長、吉田委員、桃田委員、森委員、 

石堂教育長 

 

４  出席した職員  小田教育総務部長、 松尾教育指導部長、 

大西教育総務部次長、 諏訪教育指導部次長、 

小林教育総務課長、 西田学務課長、 

日浦学校教育課長、森山青少年育成課長、 

石川教育研究所長、中塚教育総務課副課長 

 

５  傍   聴   者  なし 

 

 

６  議事の要旨 

 

○  開   会       午後２時００分 

 

○  会議録署名委員指名のこと 

      神吉委員長、森委員に決定 

 

○  12月定例教育委員会会議録報告承認のこと 

（事務局より会議録朗読報告） 

承  認 

 

○  会議公開の可否決定のこと 

全ての議事を公開することに決定 

 

 

 

 

 

 



○  教育委員諸報告 

〔神吉委員長より〕 

(1) 兵庫県教育振興基本計画検討委員会について 

12月 27日（金）に最後の会合が開催され、出席した。作成された素案は、

２月の県議会を経て決定される予定である。 

 

〔吉田委員より〕 

 (1) 教育行政に係る視察研修について 

    12月 19日（木）、20日（金）に、教育委員で下関市教育委員会等の視察を

行った。特に、下関市立中央図書館の視察においては、教育委員会が委託先

の図書館に対して、直接指示や許可が行える契約内容となっており、驚いた。

本市においても、教育施設における委託契約においては、教育委員会が教育

的配慮を行えるような契約内容にする必要があると感じた。 

 

   委   員 ： 教育委員会関係で、指定管理者に指定している施設はあるか。 

 

   委   員 ： 別府公民館だけである。図書館については、ウェルネスパー

ク図書館及び海洋文化センター図書室については、市長部局

の所管、中央図書館及び加古川図書館は教育委員会の直営と

なっている。市民が利用しやすい施設にするために、今後は、

再任用制度等も活用しながら、指定管理者施設を直営に戻す

ことも含めて検討していく必要がある。 

 

〔教育長より〕 

(1) 市内学校園の年末年始について 

無事に冬休みを終えて始業式が行われたとの報告を受けた。 

 

(2) 山手中学校の全国中学校駅伝連覇について 

 

(3) 平成 26年市議会について 

第１回市議会は、２月 25 日（火）に開会、３月 26 日（水）に閉会予

定である。第２回市議会は、市長選及び市議会議員選の関係で、５月 19

日（月）に開会、５月 23日（金）に閉会予定である。 

 

(4) その他 

教員の年齢構成がワイングラス型となっており、人材育成が課題とな

っている。管理職の登用については、試験制度に加えて、教員の日頃の

努力を評価できる制度の必要性を播磨東教育事務所へ伝えた。 



○ 教育総務部長報告 

(1) 加古川市学校給食展の開催について 

加古川市の学校給食の取組みを広く市民に紹介し、理解を深めてもら

うことを目的に、１月 25 日（土）10 時から 16 時まで、平岡公民館にお

いて実施する。 

「心とからだを育てる学校給食 ～朝ごはんでいきいきスタート！～」

をテーマに食育体験コーナー、児童生徒作品展示、試食コーナー、パネ

ル展示などを行う。 

 

以上、１件について報告 

 

○ 教育指導部長報告 

(1) 平成 25年度（第５回）社会教育委員会議の報告について 

12 月 18 日（水）に、加古川市役所にて開催した。「社会教育施設の運

営について」、「主な社会教育事業の進捗状況について」等の議事につい

て協議を行った。 

 

委    員： 両荘ユニットが公民館において美術展を開催しているが、そ

の他のユニットにおいても、社会教育委員等を中心に公民館と

の連携が図られているのか。 

 

事 務 局： 社会教育委員会議において、公民館長も同席のもと、各公民

館の取組みについて情報提供は行っているが、具体的な連携に

ついては、今後の課題である。 

 

(2) 平成 26年加古川市成人式の開催について 

１月 13 日（祝・月）の 10 時 30 分より、加古川市立総合体育館にて開

催する。今年度は加古川市民会館が耐震工事中のため使用できない。 

午後には、各公民館において中学校単位の同窓会事業が行われる。 

 

(3) 第６回加古川教育フォーラムの開催について 

２月 15日（土）の 14 時より、加古川ウェルネスパークアラベスクホー

ルにて開催する。フォーラムでは、本市教育の今年度の取組みを振り返る

とともに、ユニット 12の方向性について考える予定である。 

 

(4) 平成 25年度 加古川市小中学生 美術展・習字展・理科作品展の開催について 

加古川総合文化センターにおいて、児童生徒の作品を展示する。 

美術展は１月 10日（金）から 12日（日）、習字展は１月 17日（金）か



ら 19 日（日）、理科作品展は１月 24 日（金）から 26 日（日）の日程で、

時間はいずれも９時から 17時までの実施となる。 

 

委  員： 書道展ではなく習字展となっている理由は。 

 

事 務 局： 教育課程においては、「習字」が用いられているため。 

 

(5) 第 34回 ふれあい作品展の開催について 

１月 21日（火）から 26日（日）の間、９時から 16時 30分まで加古川

市総合福祉会館にて開催する。障がい者（児）が趣味の活動や学習活動で

制作した作品を展示する。 

 

(6) 平成 25年度加古川市心身障がい児（者）冬季野外学習の実施について 

１月 24 日（金）に神鍋山スキー場にて、市内の小学校及び中学校の特

別支援学級生が雪遊びをする。 

 

(7) 平成 25年度通常学級における特別な教育的支援が必要な子どもの調査結

果について 

学校園を対象に毎年実施している通常学級における特別な教育的支援

が必要な子どもの調査について、本年度の結果がまとまった。 

 

委  員： 特別な教育的支援が必要とはどういうことか。 

 

事 務 局： 文部科学省が作成した学習面や行動面等のチェックリスト

をもとに、担任が調査を行い、一定点数以上の子どもに対し

ては支援が必要と判断している。 

 

委  員： どのような支援を行うのか。 

 

事 務 局： 調査結果等をもとに、各学校にスクールアシスタント等を

配置している。 

 

委   員： 学校だけで解決しようとせず、家庭にも情報提供がなされ

ているのか。 

 

事 務 局： 発達障がいの診断を受けている子どもについては、家族も

認識しているが、教育的支援が必要な子どもについては、担

任の判断によっている。 



委  員： 担任の力量によるところも大きいと思うので、教員への研

修をしっかり行ってもらいたい。 

      また、幼稚園だけでなく保育園でも同様の調査を行い、傾

向等を研究する必要があると考える。 

 

委  員： 未診断であっても、発達障がいを持っている子どもはおり、

その子ども達に対してはアプローチの方法が異なるので、配

慮の必要がある。 

 

委  員： 障がいを持った子ども以外に、単に勉強が難しくて授業に

ついていけない子どもがいるとすると、その子ども達が非行

等に走らないよう、施策を検討する必要もあると考える。 

 

(8) 第 29回 加古川市小学校管楽器交歓演奏会の実施について 

２月８日（土）及び９日（日）の 10 時から 15 時まで、加古川ウェル

ネスパークアラベスクホールにおいて開催する。 

 

(9) 第 22回 加古川市障がい者海外派遣事業の実施について 

市内に在籍する中学校特別支援学級生徒等８名を、オークランド市（ニ

ュージーランド）に派遣する。日程は２月９日（金）から 16 日（日）の

８日間となる。 

 

(10) 第 21回全国中学校駅伝大会の結果について 

兵庫県代表として出場した山手中学校の男子が、全国中学校駅伝大会

で優勝し、全国大会で２連覇を達成した。 

 

以上、10件について報告 

 

 

○ 次期定例教育委員会予定日のこと 

２月６日（木）午後２時～ 開催することに決定 

 

 

○ 閉 会   午後３時 20分 


